




































































家族がそれぞれ類似した結果を示した (Fig･3) 定 (つまり比較的初期のストレス)をし,また母












盲 児 家 族


























































































































































し, また ｢時 間｣も考慮 に入れて Fig.7の よ うな た ス トレス源の種類 と大 きさを示 してい る.残念
図を示す｡ ｢時間｣の経過,つ ま り家族発達 に応 じ なが ら, これは仮説であ り,実証 されていない｡
Tablel 障害児 ･者のいる家族の再適応段階
システム(クフレー プ)の 特 性 1 危 挽前 Ⅱ 危 機 Ⅲ 移 行 Ⅳ 一時安定 Ⅴ 再 適 応
A家 優族の先 I.朗心事 正 常 死 ケ ア - 本人の受容 危 機 前 に近 い 状態2 受寄斐 動 揺 拡 散 受
B 家 族 構 成 正 常 障害のメンバー以外正常メンバー入院 ケア-の人間や親類の人間 加わる 正 常 正 常
C ー 1.組 織 ネットワーク グループ形成 グループ発達 グループ発達 ネットワーク
姦 !,上 同情 課題 分業 グループ2.役 割 正 常 集 約 的省 略 不 確 定 再 確 定 正 常
D 家 族 目 標 種 々 拡 散 確 定 確 定 種 々
個 人 的 グループ的 グループ的 グループ的 個 人 的
E外 行部相互 為 入 あ る 多 い 多 い な し あ る
BettyE.C., 1973
(釈 :橋本)
Fig.7 ス トレスの発生源 と強 さ
Reynen,J‥ 1973 (釈 :橋本)
















































































































































































































































(E)寮の性格 (F) 免疫性 .
イ) 社会的内.外向性 イ)障害児誕生以前の障害についての知識
ロ) 抑うつ性 ロ)障害児誕生以前の障害児もしくはその親との
ノウ 楽観 .悲観 接触経験/I)重大な問題の解決経験
(G)家族の属性(1 夫婦 年令2 障害児誕生後の経過時間3 構成α) 大家族(祖父母の有無)63 兄弟数 1人子か否か4灯 種類¢⇒ 重症度5 社会経済的地位打 住居形式(｡ 生活水準そう 健康保険の種類∈ 父親の学歴㈹ 職業6 その他
l (C)家計イ)医療費養育ロ その他










































要因項目 保健志望讐 非常に開運している まあまあ酪連している あまり関連していない5年以 6年以上 計 5年以下 6年以上 計 5年以下 6年以上 計
家 族 構 成大家族､核家族､祖父母など) 5 6 ll 5 8 13 0 3 3
夫の態度 (障害､障害児への理解､母親の立場への理解など) 9 14 23 1 3 4 0 0 0
障害 の 重 さ 6 13 19 4 2 6 0 2 2
環境(住宅､近隣など) 1 9 10 5 4 9 5 3 8
障 害 の 種 類 5 9 14 5 5 10 1 1 2
親 顛(精神的.金銭的援助､無理解) 0 2 2 9 12 21 2 2 4
障害の顕在度(目に見えるか否か) 2 4 6 8 7 15 1 5 6
親 の 性 格 8 18 26 0 1 1 0 0 0
障害の確定程度､宣告時期 5 12 17 4 6 10 0 0 0
母 親 の 年 令 1 1 2 5 7 12 4 9 14
専門家の介入(内容､時軌､日数) 6 ll 17 3 6 9 0 l 1
家族や母親の社会経済的地位(収入､学歴など) 3 10 13 6 5 ll 1 2 3
家 族 の 状 況(役割分担､協力関係､結束など) 6 ll 17 3 5 8 0 2 2
家族の問題点(貧困､夫の酒､離婚など) 6 12 17 4 2 6 0 3 3




















































































Table3 対象者のフェイス ･シー ト
Table3-1 両親の平均年令
年 齢 人 数 年 齢 人 数
31 1 41.5 1
32.5 4 42 2
33.5 3 42.5 3
34 1 43 3
34.5 2 44.5 1
35 2 45.5 4
36.5 1 46 2■
37 4 47 1
37.5 3 47.5 2
38 2 48 3
38.5 5 48.5 1
39 3 50 2
39.5 4 52.5 1
40 2 55.5 1
40.5 1 57 1
Table3-2 家族構造
家 族 数
核 家 族 45
大 家 族 25
兄 弟 有 り 53
兄 弟 無 し 17
Table3-3 父親の最終学校
最 終 学 校 人 数
小 学 校 0
中 学 校 23
高 校 35
大 学 6
そ の 他 6
Table3-4 障害児の学年
学 年 人 数






中 学 校 1年 4
2 8
3 5




種 類 家 族 数
一 軒 家一持 家 50



























脳 性 マ ヒ 24
ダ ウ ン 症 12
肢 体 不 自 由 16
精 神 薄 弱 33
分 脊 椎 1
重 度 心 身 障 害 3
先 天性 魚鱗 東棟 紅皮症 1
水 頭 症 1
脳血管障害による手足のマヒ 1
Table3-9 健康保険の種類
種 類 家 族 数
国民健康保険 28
共 済 保 険 12
組 合 保 険 19
Table3-10 随伴障書
人 数
言 語 障 害 37
心 臓 2
て ん か ん 12
多 動 1
ダ ウ ン 症 1
視 覚 障 害 5
-腎 臓 障 害 1
聴 覚 障 害 3
白 内 障 1




















































































































ストレ源項目重大さの順位 〟 〟 〟 〟 〟 〟1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
①親 の 反 応 1m 1ww 2∩ 1E72芳一 1r7 2FT｢ 1｢｢ 1｢｢ 1｢｢ 2｢1 1｢｢
②会学監ケ; 5∩3∩顔 ._ 2｢71 2｢｢ 2｢｢ 1｢'｢ 3rl 1｢｢ 1EZm 2｢｢ 1｢｢ 2｢｢ 占
@活動の制限 3∩ ｢七 4冒4∩ 2材 2｢｢ 1E777777[ 1a++vy 1m 1F777) 1E77m 1rT~■｢ 1Pフワ77コ
6才～ 7才 8才～10才 11才 12才-13才 14才 15才-16才 17才
④社会的関係 ,i 4∩ 2肋 2陽ヨ 1P7777R 2材 1｢▼■■ー▼1 3冒22+m 4日 1r77777I ril 1｢ ■｢
⑤他人への依存 4∩あ3∩2F7]4∩1F777】 1｢【■｢ 3閉2FTー 2F71 1P7m



















Rey- 2(⑧ ④) 3 計nell (①②⑤橋本 ⑥⑦ )
2番 10 31 41
3番 7 20 27
計 17 51 68
x2 =0.020Notsig.




Reynell橋本 1 2 3 計(④) (㊨,⑦)((丑(診⑤⑥)
1番 7 3 ll 21
2番 4 4 8 16
3番 4 2 8 14












Reynell橋本 1 2 3 計(⑧ ④⑥ ⑦) (① ⑤) (②)
1番 9 2 3 14
2番 4 1 4 9
3番 4 1 1 6
































































▲-1▲ 揮済 ス トレス
◎-.-1⑳ 総合ス トレス
◎一日◎ 合計 ス トレス
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SOURCEOFVARIATIN SUMOFQARESF AⅠEANSQUARE Fー■SIGNIF
MAⅠNEFFECTS 99.18 5 19.8370.718 0ー612
発 達 段 階 99.18 5 19.8370.718 0.612
EXPLAⅠNED 99.18 5 19.8370.718 0.612
RESIDUAL 1685.3161 27.628
鳳 ､ /I' l
､適
◎､
1 2 3 4 5 6
6才～7才 8才-10才 11才 12才-13才 14才 15才L17才




SOURCEOF StJAⅠOF F AIEAN ど SIGNIFVARIATION SQIJARES QUARE
MAⅠNEFFECTS. 148.3285 29.662.709 0.028
発 達 段 階 148.32 5 29.662.709 0.028




MAⅠNEFFECTS 681.17 5 136.232.007 0.090
発 達 段 階 681.17 5 136ー232.007 0.090
EXPLAⅠNED 681.1785 136_232.007 0.090
RESⅠDUAL 4071.81860 67.864
Table10Fig.9の外部対人ストレスに関する分散分析表
SOURCEOF SUAIOFDF AIEAN F SIGNIFVARⅠATⅠ0Ⅳ SQUARES QUARE
MAINEFFECTS 167.93 5 33.58句I.700 0.148
発 達 段 階 167.93 5 33.58q1.700 0.148
EXPLAⅠNED 167.93 5 33.581.700 0.148
RESⅠDUAL 1205.16d61 19.75
TablellFig･9の外部移動… に関する分散分析表
SOURCEOFVARIATIN ssQUAiROEFs聖DF AIEANQtJAR F SⅠGNIF
MAⅠNEFFECTS 53.66 5 10.730.756 0.585
発 達 段 階 53.66 5 10.730.756 0.585
EXPLAⅠNED 53.66 5 10.730.756 0.585
RESIDUAL 865.73461 14.19
Table12Fig.9の経済ストレスに関する分散分析表
SOURCEOF SUMOFDF MEAN F SⅠGNⅠFVARIATION SQUARES SQUARE
MAⅠNEFFECTS 152.1845 30.4370.392 0.852
発 達 段 階 152.1845 30.430.392 0.852




SOURCEOF SUA10F F 九lEAN F SIGNIFVARIATION SQUARES SQUARE
MAⅠNEFFECTS 140.70 5 28.1412.131 0.074
発 達 段 階 140.70 5 28.141l2.131 0.074
EXPLAⅠNED 140.70 5 28.1412.131 0.074
RESIDUAL 805.4161 13.20
Table14Fig.9の合計ストレスに関する分散分析表
SOURCEOF SUAlOFDFsQAiEAAR"E F StGNtFVARIATIN SQ RES
MAⅠNEFFECTS 5159.96 5 031.992.244 0.061
発 達 段 階 5159.9615 031⊥992.244 0.061


























































































































ストレス項目 グループ 平均値 標 準偏差値 F 値 F 値有意水準 t 値 自由度 t 値有意水準
心 理 ス ト レ ス Aグループ 9ー5 4.5 1.44 0ー331 1.04 68 0.304
Bグループ 8.2 5.4
内部役割ストレス Aグループ 8.1 3.2 1ー15 0.720 2.07 68 0.042
Bグループ 6.4 3_4
外部活動ストレス Aブル-7 8.5 7.8 1.30 0.484 0_54 67 0.590
Bグループ 7.3 8.9
外部対人ストレス Aグループ 5.5 4.2 1.13 0.755 1.78 68 0.079
Bグループ 3.5 4.5
外部移動ストレス Aグル-70 1.8 3.9 1.27 0.474 0.50 68 0_616】Bグループ 3 _5
経 済 ス トレ ス Aグループ 5.6 8_8 1ー15 0.664 -0.76 68 0.452lB 72 .2
総 合 ス トレ ス Aグループ 3.5 4二8 3.38 0.000 2ー04 35.78 0.023☆B 1_ 2.6




ストレス項目 グルー70 平均値 標 堆偏差値 F 値 F 値有意水準 ｢ 値 自由度 t 値有意水準
心 理 ス トレ ス Aグループ 8.2 5.2 1.ll 0.752 -0.72 68 0.472lB 70 91
内部役割ストレス Aグループ 7.8 3.5 1.13 0.714 1.45 68 0.152Bグループ 6.6 3.4
外部活動ストレス Aグループ 8.7 8.7 1.12 0.731 0.75 67 0.458Bグループ 7.1 8.2
外部対人ストレス Aグループ 4.5 5.0 1.45 0.278 0.37 68 0.715Bグループ 4.1 4.1
外部移動ストレス Aグループ 1.7 3.9 1.21 0.566 0.40 68 0.693Bグルー70 1.4 3ー5
経 済 ス トレ ス Aグループ 5.7 8.3 1.08 0.850 0.65 68 0.516Bグルー70 7.1 8.6
総 合 ス トレ ス Aグループ 4.1 5.0 8.63 0.000 2.99 31,2 1 lI 0.005☆Bグループ 1.1 1.7
合 計 ス トレ ス Aグルー70 40.8 26ー3 1.95 0.053 0.88 45.44 0.383☆
注 :☆印は､Welch法を使用
Table17 Fig.13の検定結果
ストレス項目 グルー70 平均値 標 準偏差値 F 値 F 値有意水準 t 値 自由度 t 値有意水準
心 理 ス トレ ス Aグルー70 9.3 4.8 1.05 0.891 1.46 51 0.152l
Bグループ 7.3 4.9
内部役割ストレス Aグループ 7.0 3.2 1.35 0.451 -0.03 51 0.974
Bグルー70 7.0 3.7
外部活動ストレス Aグループ 7.1 8.7 1.15 0.732 -0.80 51 0.430
Bグループ 9.0 8.1
外部対人ストレス Aグループ 4.2 5.3 1.53 0.294 -0.38 51 0.703
Bグループ 4.8 4.3
外部移動ストレス Aグループ 1.7 3.9 1.25 0.573 -0.54 51 0.590
Bグループ 2.4 4.3
経 済 ス ト レ ス Aグループ 7.1 8.1 1.13 0.772 0.67 51 0.503
Bグループ 5.6 7.6
総 合 ス トレ ス Aグループ 2.2 2.9 1.57 0.260 0.45 51 0.656
Bグループ 1.8 3.6
A 計 ス ト レ ス Aグループ 38.2 25.2 1.41 0.403 0.ll 51 0.916
ー90-
Table18 Fig.14の検定結果
ストレス項目 グループ 平均値 標 準偏差値 F 値 F 値有意水準 t 値 自由度 t 値有意水準
心 理 ス トレス Aブル--7 10.7 5.4 1ー28 0ー485 1.75 66 0.084
Bグループ 8.3 4.7
内部役割ストレス Aグループ 8.4 4.5 2.51 0.012 1.46 22.06 0.160☆B 70 67 28
外部活動ストレス Aグループ 11一.6 9.3 1_61 0_196 2.48 65 0.016
Bグループ 6.2 7.3
外部対人ストレス Aグループ 5.8 4.2 1.12 0.824 1.55 66 0.125lIB 39 5
外部移動ストレス Aブル-7 2.2 4.2 1.49 0.277 0.80 66 0_424
Bブル-7 1.4 3.5
経 済 ス トレス Aグループ 9.4 9.3 1.64 0.181 1.95 66 0.005
Bグループ 5.2 7.3
総 合 ス トレ ス Aグループ 5.3 5ー9 ll.8 0.000 2.86 18.05 0ー010☆B 70 1 1.7
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